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透析センター
～ 連携を強化する多角的な入院体制と取り組み～

特　集

　あけましておめでとうございます。腎臓内科

の奥田憲太郎と申します。2018年4月から2021

年7月まで、くすの木病院で勤務しておりまし

た。その後、2021年8月から2025年5月まで茨城

県牛久市にあります、つくばセントラル病院で

勤務し、2025年6月より御縁がありまして、再度

くすの木病院へ入職いたしました。

 　当院の腎臓内科は、野口先生が常勤医1名で長

く勤務されておりましたが、今年より当方が加

わり、2名体制となりました。当方が勤務再開と

なってから、手技的には、造影剤を使用せず、

被爆の無いエコー下でのPTAも始めておりまし

て、2025年は30例ほど施行いたしました。こち

らの手技は、造影剤アレルギーのある患者様で

も施行可能です。今のところ大きな合併症も無

く手技を行えております。

高 木  均病 院 長

新年のご挨拶
あけましておめでとうございます。
皆様には、平素よりくすの木病院をご愛顧頂きまして、
改めて御礼申し上げます。
新病院建築を視野に、当院も新たな年に向け始動致しま
した。もとよりケアミックス型病院を実践している当院
では、救急を始めとする一般病棟の他、慢性期の回復期
リハビリ、地域包括、療養病棟と急性期から慢性期まで
幅広い患者層を受け入れる病院として地域医療に貢献し
て参りました。コロナの収束後も特に冬季は呼吸器感染
症が増加し、昨年12月はほぼ満床状態が続きました。
本年も今までにも増して感染症に強い病院を構築すべ
く、職員一同安全対策にも注力してまいります。
本年も御指導、御紹介の程よろしくお願い致しまして、
新年のご挨拶と致します。
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腎臓内科 外来予定
［ 午 前 ］ 受付時間   8:15～11:00
［ 午 後 ］ 受付時間 13:30～15:30
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透析患者様のご紹介を
お願い申しあげます
地域連携室 直通TEL

0274-37-2060
地域連携室 直通TEL

0274-37-2060

平日（月～金曜日）9：00～17：00
第1･３･５土曜  9：00～12：00

お電話受付時間

前列左：透析センター長　野口俊治、前列右：腎臓内科　奥田憲太郎
看護職員 8名、臨床工学技士 10名、看護補助者 3名、クラーク 1名が透析センターに勤務しています。（2026年1月現在）

　病床数は、一般病棟80床、回復期リハビリ

テーション病棟40床、療養病棟54床、地域包括

ケア病棟40床、合計214床です。透析患者様が何

らかの合併症で、一般病棟に入院になった後、

ADLが低下して自宅への退院が困難になった場

合でも、回復期リハビリテーション病棟、療養

病棟、地域包括ケア病棟と、様々な機能の病棟

があり、フレキシブルに入院対応ができる状態

と思われます。実際に、療養病棟には、比較的

長期入院されている自宅退院が困難な患者様も

おられます。透析患者様の合併症を含めまし

て、入院が必要な場合などがありましたら、当

院への紹介をご検討いただけますと幸いです。

その他、外来通院中の末期腎不全の患者様で、

今後近いうちに透析導入が必要な症例など、外

来受診のご紹介につきましても、お気軽にご相

談ください。

　また、本年度も、何卒よろしくお願いいたし

ます。



地 域 連 携 室

直通TEL  ： 0274-37-2060
直通FAX ： 0274-22-2２８８
Eメール：relation＠kusunoki-hp.com
当院からの情報発信（外来予定表改訂、広報誌発行等）を
メールでお受取りになりたい場合は、上記メールアドレス
へご連絡ください。

平日（月～金曜日）9：00～17：00
第1・３・５土曜　  9：00～12：00

主なお問い合わせ内容
●　緊急を要する患者様のご紹介
●　外来受診予約
●　転院のご紹介

　
●　相談員宛のお問い合わせ
●　その他 地域連携室宛のご相談

すかわ　なみこ

須川 奈美子

地域連携室 係長
きた　ゆき

喜多 由貴

お電話受付時間
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もっと伝えたい!「足を救い、生命予後を守る！フットケアと入院透析」

医療法人社団三思医光会 くすの木病院  広報委員会

〒375-0024　群馬県藤岡市藤岡607-22
TEL：0274-24-3111（代表）
Homepage：www.kusunoki-hp.com

わたしたちが対応いたします

地域連携室 看護師
さわいり　さちこ

澤入 幸子

地域連携室 事務
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